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未
支
給
年
金
請
求（
死
亡
届
）の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

　

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
ま

だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
年
金
や
亡
く
な
っ
た
日
よ
り
後

に
振
り
込
み
さ
れ
た
年
金
の
う
ち
、
亡
く
な
っ
た
月
分

ま
で
の
年
金
に
つ
い
て
、
そ
の
方
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
た
遺
族
が
未
支
給
年
金
と
し
て
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

請
求
で
き
る
遺
族
の
範
囲
は
、
３
親
等
内
の
親
族
と

な
っ
て
い
ま
す
。
順
位
は
、
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、

祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
そ
の
他
３
親
族
内
の
親
族
と
な

り
ま
す
。

　

請
求
書
は
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
も
兼
ね
て
お
り
、

年
金
を
多
く
受
給
し
た
場
合
に
は
返
還
が
生
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

ね
ん
き
ん
定
期
便
で
加
入
記
録
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
！

　

年
金
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
な
ど

を
目
的
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
毎
年
誕
生
月
に
年
金

加
入
記
録
や
年
金
見
込
み
額
な
ど
の
情
報
が
記
載
さ
れ

た
『
ね
ん
き
ん
定
期
便
』
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
『
ね
ん
き
ん
定
期
便
』
を
受
け
取
ら
れ
た
ら
、
記
載

さ
れ
て
い
る
年
金
加
入
記
録
の
内
容
を
十
分
に
ご
確
認

い
た
だ
き
、
記
録
の
「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
が
あ
る
場

合
に
は
、「
年
金
加
入
記
録
回
答
票
」
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
い
た
だ
き
、
年
金
事
務
所
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
に
お
い
て
記
録
の
調
査
・
確
認
を
行
い

ま
す
。

情 報 B O X I n f o r m a t i o n情 報 B O XI n f o r m a t i o n

「令和６年　秋の褒章」
　内閣府は、「令和６年秋の褒章」などの受章者を、令和６年11月２日付で発表しました。
褒章は特定の社会的分野において優れた行いや功績がある方に授与されます。
　本市からは１名の方が受章されました。

都井地区

坂
さか

ノ
の

上
うえ

 大
おお

祐
すけ

さん

　2023年８月14日、台風後の恋ヶ浦海岸でサー
フィンをしている際、「弟が流されたので助けて
ほしい」と慌てた表情の男性から声を掛けられ、
約200メートル沖のサーフボード上で衰弱して
いる男子高校生を救助。
　現在は、宮崎産業経営大学のサーフィン部に
所属し、サーフィンにも勉学にも励んでいます。
「常に人に支えられていることを実感しながら
生きている」と坂ノ上さん。今後の目標は「人を
支えられるような存在になり、人や海から愛さ
れるようになりたい」と話していました。

紅
こう

綬
じゅ

褒
ほう

章
しょう
（人命救助）

コメント
　私以外にサーファーがおらず、救
助した方と私が浮きとなるサーフ
ボードを持っていたので溺れる可能
性は少ないと思い、度々来る大波に
注意しながら救助に行きました。も
ちろん気持ちとしては怖かったです

が、助けることができてよかったで
す。誰からも褒めてもらえなくても
章がもらえなくても助けに行ってい
ましたが、このような光栄な章を受
けた経験はとてもうれしく思います
し、何よりもうれしいのは助けるこ
とができたことです。

セ
ラ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
ク
で 

串
間
の
自
然
を
体
感

本
市
で
は
、「
串
間
市
１
０
０
歳
健
康
増
進

運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
豊
か
な
森
林
環
境

を
生
か
し
た「
森
の
セ
ラ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」

を
令
和
４
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

セ
ラ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
ク
と
は
、
森
を
歩
き
な
が

ら
五
感
を
刺
激
し
、
自
律
神
経
を
整
え
、
心

身
の
健
康
維
持
・
増
進
を
図
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。

１
月
28
日
、
串
間
温
泉
い
こ
い
の
里
裏
山
で

体
験
会
が
行
わ
れ
、
地
域
住
民
ら
12
人
が
参

加
し
ま
し
た
。「
く
し
ま
健
康
づ
く
り
ガ
イ

ド
」
の
養
成
講
座
の
修
了
者
４
人
が
初
め
て

ガ
イ
ド
を
実
施
。
参
加
者
は
２
班
に
分
か
れ

て
往
復
約
１
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
ゆ
っ
く
り
と

進
み
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
鳥
の
鳴
き
声
に
耳

を
す
ま
せ
た
り
、
ス
ギ
林
で
の
深
呼
吸
や
地

面
に
寝
そ
べ
り
瞑
想
す
る
な
ど
し
て
、
串
間

の
自
然
を
五
感
で
体
感
し
て
い
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
や
食
で
国
際
交
流

串
間
市
国
際
交
流
協
会
は
２
月
２
日
、
多
文

化
共
生
イ
ベ
ン
ト
を
道
の
駅
く
し
ま
市
民
交

流
施
設
で
行
い
ま
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
ベ

ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の
国
籍
を
持
つ

外
国
人
、
県
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
の

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
な
ど
市
内
外
か
ら
約
80

人
が
参
加
。

参
加
者
は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
ボ
ッ
チ
ャ
、

節
分
の
豆
ま
き
体
験
を
楽
し
み
、
最
後
は
日

本
食
で
あ
る
お
で
ん
と
お
に
ぎ
り
を
食
べ
な

が
ら
、「
ど
こ
の
国
か
ら
来
た
の
で
す
か
」な

ど
の
会
話
を
し
、
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

串
間
駅
周
辺
が
マ
ル
シ
ェ
で�

 

に
ぎ
わ
う

J
R
日
南
線
沿
線
の
串
間
駅
と
志
布
志
駅
の

両
駅
周
辺
で
２
月
２
日
、「
つ
な
が
る
マ
ル

シ
ェ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
列
車
を
利
用
し

て
マ
ル
シ
ェ
巡
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と

J
R
日
南
線
利
用
促
進
連
絡
協
議
会
が
毎
年

開
催
。

両
会
場
で
地
場
産
品
や
軽
食
、
雑
貨
な
ど
の

販
売
や
買
い
物
を
す
る
と
も
ら
え
る
補
助
券

を
使
っ
た
抽
選
会
、
串
間
駅
周
辺
で
は
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
お
菓
子
の
つ
か
み
取
り

な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
ら
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

串
間
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス�

 

指
定
管
理
者
の
変
更
に
つ
い
て

令
和
７
年
４
月
か
ら
串
間
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス「
よ
か
バ
ス
」
の
指
定
管
理
者
が
変
わ

り
ま
す
。
運
行
ダ
イ
ヤ
な
ど
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
よ
か
バ
ス
の
運
行
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
先
は
次
の
通
り
で
す
。

●
４
月
以
降
の
問
い
合
わ
せ
先
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